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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Cdはクラーク数で62番目の元素（地殻中0.00005%）である。融点、沸点が低いため、ヒュームを生じやすい。一方、鉄の融点は1500℃、銅は1100℃であり、ヒュームになりにくい。



金属資源情報センター（JPGMEC)

カドミウムは2005年度で、国内生産2248トン、輸入が3072トンで供給合計は5497トンである。一方、国内需要の合計は、4665トンであり、そのうち電池に4506トン（96.6％）、合金（1.0％）、顔料（0.1％）、その他（2.3％）である。

ニッケルカドミウム電池は鉛蓄電池に比べ、小型、軽量であるが、環境問題からニッケル水素電池、さらに高価なリチウムイオン電池への代替が進みつつあるが、中国の亜鉛需要が拡大に牽引されて、副次的にCd生産は増加している。

Cdは融点の低さから、合金として低融点はんだ、ヒューズとして利用されるほか、摩擦係数の低さと耐久性を生かしたベアリング向けの合金として使用されている。また、中性子を吸収するため、原子炉の制御用材料としても用いられる。硫化カドミウムは黄色、セレン化カドミウムは赤色等、カドミウムの化合物は種々の色調を示すため、顔料として使用されてきた。欧州では環境保護を明確にしており、顔料の使用は厳しく制限されつつあり、規制強化は世界的趨勢である。



回収率の現状は、ニッケル・カドミウム電池のCd含有率は約20％であり、電池の回収システムは十分に確立されておらず、回収率は10～20％と推測される。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Fig.1

A summary of potential forms of Cd present in the small and large intestine, liver, biliary tree, and kidneys after oral or pulmonary exposure to cadmium salts or Cd-protein complexes. This figure provides a schematic presentation of the potential pathways involved in the handling and excretion of the different forms of Cd that may be present in the relevant compartments of the body. Mt: metallothionein, Cys: cysteine, GSH: glutathione, N-Acetyl-Cys: N-acetylcysteine, homo Cys: homocysteine.
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